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MOOC 現状調査及びその活用に関する検討 
 

于海波 1 
 

概要：Massive Open Online Course (MOOC)は，インターネット上で誰でも無料で受講できる大規模なオープンオンラ
イン講座のことであり，近年急速に成長している．代表的なプラットフォームとしては Coursera，edX，Udacity など
がある．MOOC を有効に利用できるためには，MOOC に関して深く理解する必要がある．そのため，本研究では MOOC
の現状について調査を行い，主に MOOC の歴史，発展状況，コースを配信するプラットフォーム，検索方法，品質保
証フレームワーク，問題点などについての調査結果をまとめる．また，これらの調査結果に基づいて，今後 MOOC を
有効に利用するために必要な検討項目についても述べる． 

 

キーワード：教育，協調学習，遠隔学習 

 

A Survey on MOOC Status and Investigation for its Utilization 
 

HAIBO YU†1 
 

Abstract: Massive Open Online Course (MOOC) refers to large-scale open online courses that anyone can take for free on the 
Internet, and has been growing rapidly in recent years. Typical platforms include Coursera, edX, and Udacy. In order to be able to 
make use of MOOC effectively, a deep understanding of MOOC is necessary. For this reason, this study investigates the current 
status of MOOC, introduces the history, development status, platforms, search methods, quality reference platform for MOOC. It 
also points out necessary items which need to be further discussed in order to make use of MOOC effectively in the future based 
on the investigation result. 
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1. はじめに   

Massive Open Online Course (MOOC)は，インターネット

上で誰でも無料で受講できる大規模なオープンオンライン

講座のことであり，近年急速に成長している．代表的なプ

ラットフォームとしては Coursera[1], edX[2], FutureLearn[3], 

Udacity[4]などがあり，日本では JMOOC[5]がある．MOOC

を有効に利用するためには，MOOC について深く理解する

必要がある．そのため，本研究では，MOOC について現状

調査を行い，その調査結果に基づいて，今後 MOOC をより

有効に開発及び利用するために必要な検討事項をつかめる

ことを目的としている．MOOC の現状調査では，主に

MOOC の発展状況，コース配信のサービスを提供するプラ

ットフォームの状況，検索エンジン，品質保証の仕組み，

関連問題などの側面から行う． 

本研究報告残りの部分は以下のように構成されている．

第 2 節では，MOOC に関する簡単な紹介を行い，第 3 節で

は，MOOC の現状調査結果をまとめる．第 4 節では，MOOC

の活用に検討すべき問題を取り上げ，第 5 節では，まとめ

と今後の課題について述べる． 

2. MOOC について 

本節では，MOOC について簡単に紹介する． 

                                                                 
 1 九州産業大学 
   Kyushu Sangyo University 

(1) MOOC とは 

MOOC とは「Massive Open Online Course」の略で，世界

中の膨大な数の学習者に向けて，高品質でインタラクティ

ブな無料のオープンオンラインコースを提供する新しい教

育提供モデルである[6]．コンピュータをインターネットに

繋いてあれば，だれでもどこでも簡単な登録で MOOC コ

ースを受講できる． 

 Massive: 大規模な学習者がコースを同時に登録して

参加することができる． 

 Open: 世界中の学習者にコース教材への無料でオー

プンなアクセスを提供する． 

 Online:さまざまな高度な技術と革新的な教育技術を

使用してオンラインで効果的な学習と教育はが行わ

れる． 

 Course: コースには，あらゆる種類の革新的な学習内

容から構成されている．例えば，閲覧資料，ビデオ

講義，音声，字幕，イラスト，プレゼンテーショ

ン，画像，Wiki，クイズ，インタラクティブな演

習，共同作業，プロジェクトベースのアクティビテ

ィ，毎週の課題，ピア評価，ディスカッションフォ

ーラム，試験などがある．コースは 1 人以上の教育

者によって指導される場合がある．開始日と終了日
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が設定されているコースもあれば，自己ペースのコ

ースもある． 

ほとんどの MOOC コースは大学によって開発されてい

るが，一部のコースは，Microsoft や Google などの企業，ま

たは IEEE, Linux Foundation, W3C などのさまざまな組織に

よって開発されている．最初で最もアクティブな MOOC の

提供者の一部は，スタンフォード大学，MIT，ハーバード

大学である．大学，企業及び組織はコースを開発しますが，

直接配信することはほとんどなく，代わりに，Coursera, edX, 

FutureLearn, Udacity のようなコースプロバイダーと手を組

んで，サービスを提供している． 

(2) MOOC の簡単な歴史 

Pethuraja.S の MOOC を紹介する書籍[6]の中に，MOOC の

歴史について比較的詳細にまとめている．以下では，それ

を参考して MOOC の歴史に関して簡単に紹介する． 

2001 年 4 月 4 日，教育を開放するため，MIT はほぼすべ

てのコース資料(OpenCourseWare)をパブリックドメインで

リリースし，世界中のあらゆる人に無料でオープンなアク

セスを提供すると発表した[7]． 

2002 年，ユネスコ(UNESCO)は，オープンコースウェアに

関する最初のグローバルフォーラム[8]を開催し，世界中の

全ての人に質の高い教育リソースへの無料でオープンなア

クセスを提供するために，Open Educational Resources

（OEM）という用語を生み出した． 

MOOC という用語は，2008 年に実施した Georges Siemens 

と Stephen Downes の「Connectivism and Connective 

Knowledge」（CCK08）[9]コースに関連して，Georges Siemens 

と Dave Cormier らはコースに関する討論の中で初めて使

用された[10]．このコースでは2008年にカナダのManitoba

大学で行われ，Manitoba 大学の学生と世界中の 2200 のイ

ンターネットユーザーが受講した．コースのコンテンツは，

ウィキ，ブログ，RSS フィード，Moodle フォーラムなどを

用いた．その後，2009年のCCK09, 2010年のPLENK 2010[11], 

2011 年の CCK11 が続けて開講された．また，Dave Cormier

らは MOOC 関連の研究プロジェクトを立ち上げ，一連のビ

デオを作成し，Youtube に投稿した．そのうち，2010 年 10

月 8 日に投稿した一番のビデオ”What is a MOOC”[12]が

既に 740,396 以上の人が鑑賞した． 

2011 年秋にスタンフォード大学から配信された「機械学

習入門」，「人工知能入門」，「データベース入門」3 コース

では，それぞれ 10 万人以上の規模の学習者を集めった．そ

の中特に「人工知能入門」が世界中 190 国から 16 万人を超

える学習者を集めた．これは国境を越えて高度な知識を学

びたい優秀な学習者を集める可能性を示した． 

これを契機に，2012 年春にスタンフォード大学の「人工

知能入門」コースを担当した Sebastian Thrun らより

Udacity が設立され，同じく「機械学習入門」のコースを

担当した教員 Andrew Ng と Daphne Koller が Coursera を

設立した．これに対抗する形で，MIT とハーバード大学が

同年秋に edX を立ち上げた．世界中のトップ大学が短期間

で Coursera や edX に参加したことが多くのメディアで報

道され，2012 年に MOOC への関心が一気に拡大した．New 

York Times の文章の中に 2012 年を“MOOC の年”と呼ばれ

た． 

2013 年には，さらに多くの高等教育機関は MOOC を配信

するプラットフォームと提携し，オーペンオンラインコー

スを提供することになり，MOOC は続けて急速に発展した．

2013 年 6 月 1 日，edX は，オープンソースライセンスを介

してプラットフォームのソースコードをリリースした．こ

れを利用して，世界中さらに多くの高等教育機関や組織が

オンラインコースを提供する学習プラットフォームを構築

することができるようになった． 

その後，英語圏を中心に世界中の学習者を対象にしてい

る米国版 MOOC の発展に加え，フランス，ドイツ，中国，日

本，韓国などの諸言語圏で母国語を中心に地域 MOOC が数

多く開設された．また，インド，メキシコ，タイ，イタリ

ア，イスラエルなど，世界中の多くの政府が独自の国別の

MOOC プラットフォームを立ち上げ，MOOC の世界は多様化

しながら目覚ましい発展をしてきた． 

(3) MOOC の利点 

MOOC では，オンライン配信より教育範囲を広めるだけで

はなく，最新の技術と革新的な教育方法を取り入れること

より，学生の学習意欲を高め，最も効率的な方法で教育の

質を向上させることを可能にした．従来のコースと比べる

と，多数の利点を持っており，以下では，その一部を紹介

する． 

 無料教育の提供：MOOC では，世界中の膨大な数の

学習者に無料でオーペンオンライン教育を可能にす

る革新的な教育モデルである(認定は有料)． 

 資格要件及び制限なし：通常，MOOC に登録するた

めの正式な教育資格要件及び制限がない．学習者は

異なる形のコースの中から，自分に合った必要なコ

ースを自由に選べられる．これにより，世界中の膨

大な数の学習者を集めることができ，高等教育の格

差をなくすことが期待されている． 

 広い分野のコースの配信：世界中トップレベルの大学

及び機関より様々な分野の質の高いオンラインコー

スが配信されているため，学習者は自由に選べるこ

とができる． 

 高品質なコース教材の提供：MOOC のコースの多く

は世界一流の大学の経験豊富な教授，様々な企業の

専門家により開設され，あらゆる学生のレベルに合

った高品質の教材が作成されている． 

 情報と通信技術を取り入れたオンラインプラットフォーム

より発信：最新の情報と通信技術により，学習者のレ

ベルにあった多種多様な学習資料をあらゆる方法で
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届くことが可能になった．また，講義映像の受講だ

けでなく，掲示板や SNS などを活用した質問・回答

のやりとり，講師と受講者間，また，受講者同士の

コミュニケーションも学習活動の一部であり，イン

タラクティブな教育方法を取り入れてある． 

 柔軟な学習：学習時間，場所，参加する活動等に柔

軟な対応ができる． 

 異なる場面での活用ができる：単位認定，資格認定，

学位の取得なども可能であり，大学教育のほかに，

社会人教育，生涯教育に含め，いろいろな面での活

用が可能である． 

(4) MOOC 受講の費用 

ほとんどのコースは無料で登録及び受講ができる．し

かし，修了証明書の発行，資格の認定，学位の認定などに

は有料になっている場合が多い．また，一部のコースは，

無料登録及び有料登録に分かれている．有料登録では，修

了証明書などの有料の要素を含む，全てのコンテンツにア

クセスできますが，無料登録者では，アクセスできるコン

テンツの範囲が限られている場合がある．また，決められ

た年会費を払えば，関連する全てのコンテンツにアクセス

できるなどのプログラムもある．一部の MOOC プラット

フォームでは，財政援助や奨学金を申請することもできる． 

(5) MOOC の学習認定について 

MOOC コースの合格点でコースを終了すると，修了証

明書を取得できる．無料で修了証明書を発行される場合も

あれば，現在では，修了証明書の発行の多くは有料になっ

ている．一部のプラットフォームでは，必要な履修条件に

満たせば，オンライン専門資格の認定，学位の認定もでき

るようになっている． 

3. MOOC の現状 

本研究では，MOOC についての現状調査を行い，その調

査の初期結果を以下にまとめる． 

3.1 MOOC の発展状況 

2011 年秋にスタンフォード大学の教授から 3 コースを配

信されてから，この数年間 MOOC は急速に発展してきた．

MOOC の検索サイト CLASS CENTRAL[13]では，常に世界

中の MOOC の状況を監視し，MOOC 年度報告書を含む適

宜関連レポートを作成している．そのうち，2019 年 12 月

2 日の MOOC の規模に関する報告書[14]によると，2019 年

12 月時点で，世界中の 900 以上の大学，企業及び組織等が

MOOC に参加しており，13,500 以上のコースを開設し，登

録者数は既に 1 億 1 千万人に達している．また，MOOC に

よる 50 種類の学位，820 種類の認定(マイクロクレデンシ

ャル)が発行できるようになっている(図 1 を参照)．中国に

対して，完全かつ正確な MOOC に関する情報が取れてい

ないため，本統計情報の中には含まれていないという記述

があった．実際には，中国では 2013 年から既に MOOC の

開設に力を入れており，数多くの MOOC プラットフォー

ムが出でおり，人口の多い中国を加えると，MOOC の合計

コース数及び登録者数は急増することが予想できる． 

 

 
図 1 MOOCs の現状 

(CLASS CENTRAL MOOCREPORT より) 

Figure 1The Status of Current MOOCs  

(From CLASS CENTRAL MOOCREPORT) 

図 2 では，2011 年秋 3 コースを初めて開設以来，2019

年までの間 MOOC のコース数の変化を示している．特に

2013 年から，MOOC のコース数は急速に増え続け，2019 年

の 13,500 に達している(統計情報の中には中国の MOOC コ

ースが含まれていない)．また，MOOC のコース数はこれか

らも増え続けると予想できる． 

 

 
図 2 MOOC コース数の成長 

(CLASS CENTRAL MOOCREPORT より) 

Figure 2 The Growth of Number of MOOC Courses  

(From CLASS CENTRAL MOOCREPORT) 

3.2 MOOC プラットフォーム 

大学及び企業などは MOOC のコースを開発するが，直接

配信することはほとんどなく，代わりに，Coursera, edX, 

FutureLearn, Udacity のようなコースプロバイダと手を組ん

で，関連プラットフォームによりサービスを提供している．

現在では，MOOC プラットフォームは既に 100 以上が存在

している．本節では，CLASS CENTRAL の 2019 年の

MOOCREPORT[15 ][16及び関連プラットフォームのサイト

情報に基づいて，そのうちの一部を簡単に紹介する． 

表 1 では Class Central の 2019 年レポートにまとめた

2019 年 12 月時点で，世界中トップ 5 の MOOC プラットフ

ォーム Coursea，edX, Udacity，FutureLearn, Swayam の状況

である．一番の Coursera の登録者数は 4500 万人であり，

五番目の Swayam[17]でも 1000 万人以上の登録者を誇る大
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規模なプラットフォームであることを表 1 から伺える． 

表 1 トップ 5 MOOC プラットフォーム(2019 年 12 月) 

(CLASS CENTRAL MOOCREPORT より) 

Table 1 Top-5 MOOC Platforms (2019.12)  

(From CLASS CENTRAL MOOCREPORT) 

名称 登録者数 科目数 認定数 学位数 

Coursera 45,000,000 3800 420 16 

edX 24,000,000 2640 292 10 

Udacity 11,500,000 200 40 1 

FutureLearn 10,000,000 880 49 23 

Swayam 10,000,000 1000 0 0 

Coursera はスタンフォード大学の「機械学習入門」のコ

ースを担当した Andrew Ng と Daphne Koller よりベンチャ

ーキャピタルより 1600 万ドルを調達し，2012 年 4 月に設

立されたソーシャルベンチャー企業である[18 ]．設立時よ

り複数のベンチャーキャピタルから合計 3 億 1,310 万ドル

以上の出資を受けて，急速に発展してきた．Coursera は，

単一のコースを超えて，Specialization として知られる独自

の資格を提供している．2020 年 2 月現時点では，世界中 190

を超える主要な大学や企業パートナーから 3900 以上のオ

ンラインコース及びスペシャライゼーションがあり，13 の

専門認定，20 の学位及びマスタトラック認定，ビジネスマ

ン向けの Coursera Business を提供している．現在では世界

中一番規模を誇る MOOC プラットフォームになっている． 

edX は 2012 年 5 月ハーバード大学と MIT から約 6000 万

ドルを投資して共同設立した非営利プロジェクトである．

2020 年 2 月現在では，140 以上の大学パートナーより 2500

以上のコースを提供している．登録者数は 2400 万人以上

になっており，世界中 2 番目に大きい MOOC プラットフ

ォームになっている．EdX は，MicroBachelors program, 

MicroMasters program ，  Professional Certificate ， Online 

Master's Degree, Global Freshman Academy, XSeries など，さ

まざまな種類のプログラム及びオンライン学位を提供して

いる． 

Udacity は，スタンフォード大学の「人工知能入門」を担

当した Sebastian Thrun らはベンチャーキャピタルから資

金を調達し，営利組織として 2012 年 2 月春に設立した一

番最初の MOOC プラットフォームである．テクノロジー

企業と提携し，テクノロジーに焦点を当てた仕事のために

学生を訓練する Nanodegrees を作成した．ナノディグリー

の費用は約 1,000 ドルで，完了するまでに数か月かかる場

合がある．Udacity は，ジョージア工科大学と提携して，最

初の MOOC ベースの学位，低コスト，完全にオンラインの

コンピューターサイエンスの修士号プログラムを立ち上げ

た． 

FutureLearn は，英国最大の MOOC プラットフォームで

あり，2012 年末に Open University より開始された．最近の

投資ラウンドの後，FutureLearn は現在，Open University と

オーストラリアに本拠を置く SEEK Group が共同所有して

いる．大学のパートナーの多くは英国とヨーロッパにある

が，米国，オーストラリア，中国，台湾，韓国など，他の

国の大学のパートナーもいる．また，専門機関のパートナ

ーも数多くいる．FutureLearn は，FutureLearn プログラムと

して知られる独自の資格プログラムを提供しており，

MOOC プラットフォームの中で，学位の提供で先導的であ

り，2020 年 2 月現在 34 のオンライン学位プログラム（学

士，マスタ，MBA を含む）が利用可能である． 

Swayam は 2017 年に開始されたインドの国家 MOOC プ

ラットフォームであり，135 以上のインドの大学の 1,300 人

近くのインストラクターが教える 2,150 以上のコースを提

供している．他のプロバイダーと特に異なるの 1 つは，イ

ンドの学生がオンラインでアカデミッククレジットを取得

できることである．2017 年に開始されて以来，1000 万人を

超える学習者が Swayam のコースを受講している．この勢

いで，Swayam は数年のうちに成長し，世界最大の MOOC

プロバイダーになる可能性がある[16]． 

XuetangX[19]は，中国で最初に立ちあげた最大の MOOC

プラットフォームである．2013 年 10 月に中国教育部オン

ライン教育研究センターの監督の下，清華大学によって設

立された．現在では 13 カテゴリに分かれた 2300 コースが

あり，2018 年末には，既に 1,400 万人の登録ユーザーを超

えた．中国には，他の MOOC プラットフォームも数多く存

在している，詳細は Class Central の中国の MOOC プラット

フォームに関する調査レポート[20]を参照してほしい． 

日本の JMOOC は主に日本語の講座を集約しており，累

積 340 講座，100 万人以上学習と記述されている．また，

JMOOC 日本オープンオンライン教育推進協議会に公認さ

れたプラットフォームにはドコモの gacco[21 ]と富士通が

2018 年 2 月立ち上げた Fisdom[22などがある． 

ここでは上記限られたプラットフォームのみを簡単に

紹介させ，そのたの数多くのプラットフォームについては

[6], [16], [18]などを参照してほしい． 

3.3 産業界等における MOOC 等の提供及び活用 

大学のみならず，産業界も積極的に講座を開設し始めて

おり，多くの社会人にとって「修了証が得られるオンライ

ン講座」という枠組みで，就職力（employability）の向上と

いう価値を提供している．企業が主に IT 系の講座が開設さ

れている．MOOC プロバイダの中には特に Udacity は複数

の講座を体系化した Nanodegree 制度を提供しているが，こ

れらは AT&T, Google, CloudData, Salesforce, Autodesk などの

各社の協力の元で開発提供されたものである． 

3.4 MOOC の検索 

MOOC が注目されて以来，この数年 MOOC のコース数

が急増しており，2019 年 12 月に既に 135,00 以上開設され

た．学習者では，この膨大な数のコースから自分に合った
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コースを選ぶためには，便利な検索機能が必要不可欠であ

る．ほとんどの MOOC プラットフォームは各自の配信し

ているコースを検索，閲覧する仕組みを提供しているが，

ユーザは世界各地に散在している数多くのプラットフォー

ムより公開されているコースを全て把握するのは非常に困

難である．そのため，現在では，MOOC 或いはオンランイ

ンコースのための便利な検索サイトがいくつか存在してい

る．本節では，そのうち代表的なサイトの２つ CLASS 

CENTRAL[13]と MOOC List[23]を簡単に紹介する． 

(1) CLASS CENTRAL 

CLASS CENTRAL は，MOOC の検索エンジンおよびレビ

ューサイトである．現在では，約 12,000 の公開講座の情報

を集約しており，登録している利用者は既に 120 万人に達

しているとこのサイトに記述してある図  3 は CLASS 

CENTRAL のトップページの一部の様子を示している． 

CLASS CENTRAL ではキーワードで関連コースを検索

する機能を提供すると共に，13 のカテゴリーに分類された

コースリストからコースを閲覧する機能も提供している．

フィルターを使用して，検索結果をさらに絞り込むことが

できる．興味のあるコースを見つけたら，その名前をクリ

ックすると，コースに関する CLASS CENTRAL の情報ペー

ジが表示される．中には，プロバイダ，コスト，セッショ

ンタイプ，言語，認定，必要な時間，開始日，期間及びコ

ースの要約などがまとめて表示されている．“コースへ”と

言うリンクをクリックすると，当該コースを配信している

プラットフォームのコースリンクに辿りつくことができる． 

また，評価の高いオンラインコースのハイライト及びトッ

プ 100 コースのリストの表示，コースの状態(開講予定，進

行中，自己ペース，終了など)も表示され，受講したコース

をレビューしたり，他の人のレビューを読んだりすること

もできる．大学，科目，およびコースをフォローして，パ

ーソナライズされた更新を受信する， また，学習を計画お

よび追跡することもできる． 

コースの検索及びリスト表示に加えて，MOOC とオンライ

ン学習の全体的な状態も常に監視し，MOOCREPORT という出

版物より，オンライン学習の全体像及び傾向などについて

分析およびレポートをしている． 

CLASS CENTRAL の収益は主に広告とアフィリエイトリン

クを通して得っているとこのサイトに記述している． 

(2) MOOC LIST 

MOOC List はさまざまなプロバイダーが公開されている

MOOC 及び無料オンラインコースのアグリゲーター（ディレ

クトリ）である．現在集約しているのは約 112 プロバイダ

ーが提供しているコースである．図 4 は MOOC LIST のト

ップページを示している． 

MOOC List では，キーワードでのサーチのほかに，カス

タマイズした検索もできる．オプションとしてはコースカ

テゴリ，大学或いは組織の名前，言語，プロバイダー，コ 

 
図 3 CLASS CENTRAL トップページ 

Figure 3 CLASS CENTRAL Top Page 

 

 

図 4 MOOC List トップページ 

Figure 4 The Top Page of MOOC List 

ースタイトル，期間，認定のタイプ，タグなどいろいろ選

べる或いは入力できる項目が豊富にある． 

コースカテゴリーは芸術と文化，ビジネス，コンピュー

タサイエンス，データサイエンス，教育，工学，健康と社

会，個人と専門の開発，科学，社会科学の 11 種類に分類さ

れている． 

トップページには開講予定のコース，変更のあったコー

スなどが表示されており，興味のあるコースをクリックし

た場合，関連しているコースのリストも表示されている． 

言語のオプションとして，32 種類の言語から選べられる

ため，多言語のコースの検索に対応していると考えられる． 

3.5 MOOC の品質参照フレームワーク 

MOOC は斬新な技術を用いてインタネットを経由してだ

れでも，どこでも利用できるのは特徴であるが，教育の目

的として開設された講座である本質的なところに変わりが

ない．そのため，教育の観点から見ると，MOOC 講座では，

教育関連基準に従い，高い品質が求められている．ユーザ

のニーズにあった効果的な高品質のコースをいかに効率よ

く開発し，広い範囲に配信でき，便利に利用できるために

は，MOOC コースの開設に関わる設計，開発，配信を含む全
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てのプロセスの要因を総合的に考えなければならない． 

Quality Reference Framework(QRF)[24]は，MOOC の品質に

関する欧州連合である MOOQ[25]によって設計及び編成さ

れ，MOOC を設計するための品質基準及びチェックリストを

提案している．本節では，QRF について簡単に紹介する． 

QRF では，国際 ISO 標準 ISO / IEC 40180 [26]（旧 ISO 

/ IEC 19796-1）を MOOC に適応し，MOOQ より行われたグロ

ーバル MOOC 品質調査の結果，半構造化されたインタビュ

ー，および MOOQ が主催する国際会議のワークショップに

よる議論と調査の結果から導き出されたものである． 

(1) QRF 

QRF では，3 つのディメンションから構成されている．一

つ目は開発のフェイスであり，分析，設計，開発，実施，

評価からなる．二つ目は考える視点であり，教育的，技術

的，戦略的な視点からなる．三つ目は関係者の役割であり，

設計者，進行役及びプロバイダーからなる．MOOC の設計者，

進行役，およびプロバイダーは，状況，学習目標，ターゲ

ットグループ，コンテキスト，および条件に応じて，適切

に関連性のあるフェーズとプロセスを選択する必要がある

ことに注意することが最も重要である． 

表 2 は３っのディメンションから構成されている QRF

の一部を示している．表の中には具体化された詳細な関連

フェーズ及びプロセスが記述されており，具体化された視

点及び役割を明記している．表の中に“A-1”などはプロセ

スの番号であり，プロセスの内容の後ろに付けているのは

視点である．右上の役者の標識は左から右の順でそれぞれ

設計者，進行役，およびプロバイダーを意味しており，“R”

は責任者，“X”は参加者を意味している． 

(2) QRF 品質基準要項 

QRF では，MOOC の設計と開発のための具体的な QRF 品質

基準要項を提供している． 

QRF 品質基準要項はさまざまなプロセスの潜在的なア

クティビティのアクションアイテムとして定義され，

MOOC を分析，設計，実装，実現，評価するために利用で

きる．表 3 は QRF 品質基準要項の一部を示している． 

(3) QRF 品質チェックリスト 

QRF 品質チェックリストは，MOOC の設計および開発中に

対処すべき重要な問題の出発点および注意事項として機能

し，MOOC の設計と開発者に対する重要な質問リストである．

これは，前述した QRF 品質基準要項を補完している． 

表 4 は 3 つの QRF ディメンションすべて（フェーズと

プロセス，視点(パースペクティブ)，および役割）に関する

主要な質問を含む QRF 品質チェックリストの一部を示し

ている． 

QRF に基づいて MOOC を開発し，世界中の学習者たちによ

り高品質の MOOC 講座を提供できることを期待されている． 

 

 

表 2 QRF 

Table 2 QRF 

 

 

表 3 QRF 品質基準要項 

Table 3 QRF Key Quality Criteria 

 

 

表 4 QRF 品質チェックリスト 

Table 4 QRF Quality Checklist 
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3.6 MOOC に対する指摘 

2012 年に MOOC が世界的に注目を集めた時に，支持

者は中等後教育の破壊的な変化を想像していた．世界最高

レベルの教授によるビデオ講義は，ネットワーク化された

世界の最も遠くに放送することができ，伝統的な教育への

アクセスが限られている場所の学生でも，コンピューター

を使用し，革新的な教育方法より専門的な教育を受けるこ

とができるため，高等教育の格差を縮小することができる

と予想した．しかし，実際には MOOC の規模が急速に発展

しているにも関わらず，予想した結果には達していないと

いう指摘があった． 

Justin Reich ら[27]はハーバード大学とマサチューセッ

ツ工科大学（MIT）が edX プラットフォームを介して提供

している MOOC に関するデータを分析した．このデータ

セットには，edX が始まった 2012 年 10 月から 2018 年 5 月

までの 261 の異なるコースからの 565 コースの反復が含ま

れており，563 万人の学習者からの合計 1,267 万のコース

登録が含まれている．Justin Reich らの分析結果によると，

以下の MOOC の 3 つのパターンが浮かび上がった． 

一つ目は MOOC の学習者の維持率が低い．MOOC の研

究者は，ほとんどの MOOC 登録者が登録後すぐにやめる

ことを早い段階で認識していた．コースに登録した人のう

ち，52％がコースウェアに参加することはなく，通常，コ

ースの最初の 2 週間にやめる人が多い[28]．Justin Reich ら

は複数年にわたる状況を見ると，同様なパターンが見られ

た．図 5 で示しているように，新しい個人学習者は 2012 年

から 2016 年に増加したが，その後減少している．最初の最

大のコホートは 2015 年から 2016 年でしたが，これらの 110

万人の個人学習者のうち，わずか 12%の人は翌年に追加コ

ースを受講した．2 年目の保持率はすべてのコホートで低

下しており，最初のコホートの 38％から 2016–2017 年のコ

ホートの 7％に低下している． 

 

図 5 学習者登録状況(文献[27]より) 

Figure 5 The Enrollment of Learner (From [27]) 

二つ目は MOOC への参加者はほぼ完全に世界で最も

裕福な国に集中している．図 6 は学習者の分布状況を示し

ている．左側は MOOC の参加者数，右側は MOOC の認定

者数である．図 6 から見えるように，学習者の大半は国連

人間開発指数の評価が高いまたは非常に高い国から来てお

り，新規登録者および認証者の大部分は世界で最も裕福な

国からのものと見えた．そのため，MOOC は，グローバル

な高等教育の限界に新しい道を開くのではなく，主に既存

のシステム内の学習者にとって補完的な資産であると

Justin Reich らが指摘した． 

 
図 6 学習者の登録及び認定分布状況(文献[27]より) 

Figure 6 Number of Enrollments and Certifications of Learners 

(From [27]) 

 

三つ目は，MOOC の悩みの種である完了率の低さは 6 年

間改善されてなかったことである．コース開発と学習研究

への 6 年間の投資にもかかわらず，MOOC の低い修了率は

わずかに過ぎない．新しい学習者を高等教育に導くための

戦略は，教育機関が学習者の時間と経済的な投資を労働市

場価値のある資格を取得するコースに変換することを支援

できなければ，成功できないと Justin Reich らが指摘した． 

MOOC は高等教育を変えず，むしろ，既存の教育シス

テム内の特定のニッチに新しいサポートを提供し，主にす

でに教育を受けた学習者をサポートすることになっている．

恵まれてない人々への教育機会へ劇的な拡大には，新しい

テクノロジーだけでは達成できず，高等教育の焦点，資金，

目的を変える政治運動が必要だと Justin Reich らが指摘し

た． 

4. MOOC の有効活用に関する検討  

2019 年 11 月 25 日 UNESCO OER 勧告[29]が採択された．

これを機に，今後，MOOC はますます発展していくと予想で

きる．現在指摘されている問題を踏まえ，MOOC をより効率

よく活用できるためには，これからいろいろ検討する必要

がある． 

(1) 国際的な連携と支援の必要性 

現在では，世界中既に 100 以上の MOOC プラットフォ

ームがあり，13500 以上のオンラインコースがある．これ

らのコース開発及び配信により豊富な経験が積み重ねてき
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たと考えれれる．今まで積み重なてきた経験を世界中に共

有すれば，これから新規開設するコースの開発及び配信の

効率を一層高めることができると考えられる．世界中の

MOOC 関係者はどのような形で情報を共有し，協力をし合

って MOOC の発展に貢献するのかについて検討する必要

がある． 

また，Justin Reich らが指摘されたように，MOOC では事

実上主に既に教育を受けた学習者をサポートすることにな

っている．具体的な原因については詳しく調査する必要が

あるが，オンラインコースに接続するための環境が整いて

ない，初等中等教育のレベルが低いため，必要な能力が不

足しているなどが考えられる．そのため，貧しい国々の恵

まれてない人々への教育機会を与えるためには，抜本的な

国際的な支援について検討する必要があると思っている． 

(2) MOOC の管理について 

従来の高等教育の学位プログラム，教育カリキュラム及

びコースの開設，認定及び評価などについて，各国及び関

連大学と組織は既に固めている．オンラインコースの発展

に伴い，各国及び機関はオンライン学位プログラム，教育

カリキュラム及びコースの開設，認定及び審査などについ

ても明確な方針を固める必要がある． 

(3) 講座開設に必要なサポートの充実が必要 

MOOC 講座コンテンツの制作には，専門的な技術が必

要であり，また費用も必要である．各大学及び組織が高品

質なコースを開発できるためには，政府から専門技術者の

トレーニング，人員面と財政面のサポートが必要不可欠で

あり，具体的な政策を検討する必要がある． 

5. おわりに 

本研究では，MOOC の現状を調査し，その初期的な調査

結果をまとめた．また，これらの調査結果に基づいて，今

後の MOOC の有効活用に必要な検討すべき項目を取り上

げた．今後は，コースの開発及び配信に関わる技術的な側

面から調査を行う予定である． 
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